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帯誉しい麹質撃

～石炭の話①～

まえがき

やさしい地質学｡地下資源の話も今回からは石炭にう

っることになりました石炭といえば私たちはどうして

も最近起こった痛ましい炭鉱災害のことを思い出さずに

はいられません.こうしたことは在ぜ防げ在いのかと

世間ではよくいわれましたし石炭資源の開発にたずさ

わってv･る私たちにとってもこれは決して無関心事で

はありませんこれに対する技術的対策もさることなカミ

ら石炭や炭田ガス･坑内水などの成因とそれらのあ

り方を知ることはまた別の面からその対策に役立つと思

われます.また国の産業の原動力の1つである石炭資

源の実態をつかむということは国のエネルギｰ政策に

基礎資料の1部を与えることになり石炭企業の中では

経営･採炭･保安の問題を考えるのに役立ちわが国の

第1裁細が国エ率ルギ

ｰ洪絵の翻含い
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鏑裏表古生代から新生代までの植物界の
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ような国内エネルギｰ対策の中で･石炭資源の見通しを

立てるのにも使われます.ここでは地質学を足場とし

て石炭資源のことを見てゆこうというのですから内容

を石炭そのものの実態と石炭資源の今日の姿を画いて

いこうと思います.

石炭がわカミ国産業のエネルギｰ供給の中で占める割合

いというものは昭和37年(1962)科学技術庁産業構造

調査会が示したものでは第1表のようになりますその

供給構成の中では国内エネノレギｰ資源として石炭が第1

位をしめ国内資源の確保とv･う点からみてもその重要

性がわかります｡次に石炭資源をただ数字の上はかり

でおわず実体をみることにしましょう.
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第工図

書白箱戯⑳戚観

看炭秘星うしてで慧たかというこ坐は実にむずかしい

問題と慈れてい濠す今目石炭地質学･石炭化学その他

の分野が大いに発展し多くの新しv･事実がわかりまし

たげれども石炭のもつ複雑性のためすべてがわかった

とは言克ません.一般的にいえば石炭は地質時代生

育していた植物が水中に堆積し埋れその後の地殻変動

によって炭化してできたものとなりますカミこの炭化の

過程はとくに多くの複雑注要因がくみ合っているので

それらを明らかにするのは容易ではありません.そこ

でその要因を調べてみることにしましょう.

惹巌全なった植物体

中生代三畳紀植物相(インド･

サｰ二研究所資料)

看炭の原材料が大卒櫨物から抵っているこ

とは蜜ず認め

第2図中生代ジ岳ラ紀植物相(インド･サｰ二研究所資料)�
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第3図中生代白亜紀植物相(インド･サｰ二研究所資料)

られていますその証拠としては炭層の上盤に植物化石

が多く着いていること石炭をうすく磨き薄片とし顕

微鏡下で見ますと多くの植物体が入っていること石炭

を酸やアルカリで溶かすと中から花粉や胞子の化石がた

くさん出てくることなど具体的に示されています･

今日私たちが見る石炭は一見して黒色ですがよく見ると

その質は違いますその違いの原因の1つとして原材料

である植物の差異によるという見方もあリますたとえ

ば古生代の炭田からは鱗木(LepidOdend･0n)や封印木

(Sigi11eria)をはじめとしてCala㎜itesSphenophy11um,

NeuropterisG1ossopterisなど有名な植物化石が多く出

まずし中生代の炭田からは羊歯類Ginkgo(イチョウ)

松柏類など新生代の炭同ヨからは松柏類とともに多くの

潤葉樹の化石が出ますしたがってこうした長い地質時

代を通じてながめたときにはたしかに種物には叢があ

るといえます｡

蜜た一方植物体のことなった部分が堆積をした場合は

たとえばある石炭は材部他のものは表皮というような

構成をするものもあり薫すわが園の褐炭匁どによくみ

かける｢木質亜炭Jといわれるものもその五例です写

真で示したダ限紋炭Jは石炭の表面に眼玉のよう匁模様

義;

錦達図新生代鶴三紀嘩新一鱗戟抵積物欄(インド虫サｰ狐研究蕨資料)

があり音は藻類からで巷ているものだといわれ花こと

がありましたかその産出状態と組織をしらべた結果

断層作用に伴って生じたことがわかりましたその他わ

が国の炭田からは特殊な外観を示す石炭カミしられていま

す.写真で示した｢めなし炭｣は石炭面が非常になめ

らかで介殻状の破口をもち塊状なのでそう名付けられ

ていますカミ内容はトリット(後出)を主とする非常に

細かい基質がおもなものです.

わが国の炭田の1部に生ずる粘結炭の成因についても

原植物との関連カミ深いのではたいかということがいわれ

ましたがその結論は下されていません.

炭質の変化と原植物との関連は要するに大きな時代

的な差のある場合はあるかもしれませんが決して大き

匁要因ではなかろうというのが現在の知識です,

第5鰯纏脅炊の外繊(孫狩厳1蘭×護幾畷駿鉱溌)

鑑積物の蜜他

こうし花原糖物が石炭と扱る凄でにはその変化の遅

速程度の違いはあるにせよ泥炭化作用と石炭化作用

としてまとめられている2つの過程を経ると考えられて

います｡植物質が堆積し埋没してゆく場合まず水面

下においては化学的変化塾うげ植物の成分であるセル

慎一ズりグエン1樹脂類その他が変化し腐植

質等が形成されるその際堆積条件の差異たと

縞鰯､

一･蟻灘

箔6図賦紋淡的外観(石狩炭1]瑚貝炭鉱産)�
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炭化がすすむと

一次的な泥炭化作用のあとにそれらが堆積物となって

埋没し上位の堆積層の圧力や地殻の変動などをうけ石

炭化赫すすんで瞭さ蜜すこの石炭化作用の要因につい

ても種々議論のある所なので最近の研究成果のいくつ

かを屍ましょう･これらの研究では石炭化学の方繭の

最近の発達によって石炭の構造式実験的研究から忽⑪c

むCをこえるよう底温度をうけていないのではないかと

いう考えもあり凄す｡石炭帝紀現在屍ることので著る

花粉･胞子化石などが原形の巌蛮に残っていることな

ぎもこれを裏書するものとい免護しぷうしかし火成

第7図

(中柳靖夫氏提供)が国の石炭が諸外国のものと比較して炭化がすすんでい

えぱ深すぎても適当でなく浅すぎれば空中において酸るということも炭田における摺曲運動の影響を重視す

化カミすすみ分解してしまうということになりますそしる考えもありますまた炭層のうける荷重圧によって炭

てもちろん堆積してゆく量カミ分解消失してゆく量をこす化がすすむという考えはヒルツ(囲1tS)の法則とし

ごとが必要ですそして結論的には水面すれすれの状態て知られており摺曲のあまりない炭田では下層の炭の

か泥炭化作用に好都合でありまた温暖のていども著し揮発分が減少するという傾向がみられわが国でも石狩

く高い場合は分解カミすすみこれも好適ではないと考え炭閏をはじめ山形県の最上炭田たどでみごとに見るこ

られます.現在地球上を見ても泥炭地の大発達地カミだとができます.英国の炭田その他でこの法則が立てら

いたい南･北緯400以上に多いというのもこれを裏付けれて以来荷重と炭質の関連性が強調されたこともあり

る1例でしょう.ました.したがってその炭田の条件によって圧と温度

第8図石炭と褐炭の薄片

1.褐炭の薄片(最上炭因平沢炭鉱)x75婁.石焼の薄片(留萌炭田古河雨竜炭鉱)×75

曲簸{一,�
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策3表国際石炭組織余名小委員会(I･C･C･P･)により決められたマセ

ラルおよびマセラルグルｰプ

寵4表A

日本炭の石炭τ組.職分類表
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の要因の重要さは変わると考えられますがわが国では

地殻運動に伴う横圧力と地圧が重視されているといえま

しよう.

炭質をしらべる

石炭の質をしらべるということは石炭を燃料および

燃料以外に用いることに役立ちますもし石炭を燃料に

使用する場合を考えてみますと発熱量と灰分の量それ

に他の好ましく淀い鉱物があるかどうか調べればよいわ

けです.国の産業の原動力である石炭はこれを人聞

第9図目本炭の代表
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にたとえてみれぱ食物に当ります

的石炭組織成分

第4表B

工業分析値

による日本

炭の分類基

準(1954

通産省石炭

局編

�卍���

その人カミ効果的に栄

㈮

索繁リツト

圧砕されたフジニット

(常磐挨固黒田炭飲下層x250油浸)

次的)

(自､磐炭閏常磐綴流下層案25㈱浸)

鰍:多チ皿ット銀歯状構造を墨じている

タレ腺チ肌バ･∀:ビ)鴛ツ1･

､(常鮮燦頭三和炭鉱下鰯x250漁浸)

釜竈:放

逐.

馳:スボリ皿ット沢:レジニット

(常磐族国木戸炭鉱下層×250油浸)�
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義をとりエネルギｰを生かナにはその性質を分析しカ

ロリｰばかりでなく別の角度からも考えてみなければ

たりません.石炭の質を別の角度からながめる分野の

1つに宿炭組織学があります石炭を薄く磨き薄片とす

る場合と表面を磨き反射光でその面を顕微鏡で観察す

るのと2通りの方法カミありますが後者の方法カミ普通使

われています.写真で示した幾つかの石炭組織はこ､

うした研究の結果定めたもので岩石と造岩鉱物との関

係のようにこれらの組織カミ集って石炭を構成している

ことになります.第4表はその組織の見方の基準を示

したもので第5表は日本炭について定められたもので

す.外国における石炭組織分類基準をそのまま日本炭

に使うことができないという理由は外国炭の分類がお

もに古生代の石炭の観察にもとずいているためでもあり

1956年以来石炭組織研究会が研究をつづけて来た結果

目本炭の特長としてはイナｰティニット中にミクリニッ

トとフジニットカミ非常に少ないこと大きなスポリニッ

トがみられないこと基質の明瞭さが不均一であること

衣どカミ明らかにされています.こうした組織成分の割

合いを各試料ごとに計算しその石炭組織成分の化学的

性質をあてはめてみますと自らその石炭の用途が決って

くるわけです｡

有炭をこうした面からとらえる以於従来から盛んに

行抵われている無機化学分析がありますごれには工繋

分析お筑譲分析があり蜜す赫工業分析は手近に行な走

る花めもあってわが国でも看炭分類の一基準はなって

第10図石炭中に散在する硫化鉄粉(薄片)(常磐炭固中郷炭)

第11図

会ゲルマニウム炭と

含ウラン炭産地

ク｡･

｡ン

赤谷炭鉱

最ニヒ炭宙

φ･x.大内炭鉱

業濃亜炭田

蜴

凡例

×含ウラン炭

｡4

0舎ゲルマニウム炭

(比較的量多きもの)

います.

一般にいう褐

炭渥青炭無

煙炭などの分類

名称は私たち

は直観的に外観

をもとにしてい

うことが多いの

ですがしかし

業界などで使う

ことになると

やはりJIS規

格によるものが

必要で第3表

のように決っています.

世界各国ではそれぞれ国内的規準カミちがっていますが

以前インド炭の例(地質ニュｰス127号)で示しました

ように同じ瀦青炭と表現しであってもその炭質は多

少異なるという点に注意して下さい.

工業分析値から見ますと同じ発熱量をもつ石炭でも

米国炭はわが国のに比べ揮発分が少いことが知られてい

ますしたがって工業分析値からその看炭の産地や地質

時代も判明することもあり凄すが的確というわけにも

い巷塞せん害ごの点禿索分析に怒り蜜すおその撒い

芳紀レ･ては石炭利用の基礎になります石炭の元素組

成のうちC1賞10の3元素秘最も重纂であって炭素

を基準として水素塞花は酸素との比を貫/C◎/C(と

もに原子数の此)で表現する&貝本炭の分析試料から

ある幅をもりた㌧一ルバンド師が表現で慧これによ

薦分類を何なりた例もあり襲す､

答戯蝉⑳宥踊鉱物

石炭は前にのべたようにC･H･Oの元素から大部分

なっているのですがその他微量成分としてもかなり有

用な鉱物赫含凄れてい凄すたと免ば硫黄ゲルマニ

ゥムゥランなどが注属慈れているものです由

荷炭の薄片や研磨面を顕微鏡下でみます&鉱物とし

ではおも紀粕土鉱物でそれに硫化鉱物が入ることかあ

り後者が多いを慧は看炭乾溜の副産物あして硫溝を採

簾で慈三漉方繭で1ま実周化したこ&もあり凄すしか

し周麓の繭からいえぱ燐や硫蔑秘少匁い方が製鉄用

そ⑳働の原料としてはぶい勅けで炭鉱側としては炭質

の繭でこれらの成分の増滅には大へん気を配りてい蛮す.

宥炭串随含凄れる釣押溢寧盗については4～δ年前

ずい漆ん関心がよせられましたゲルマニウムが非常に

高価なものでありとくに軽電機関係では重要資材なの�
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で国産ができないかと希望をもたれました.

これまでの調査では地質時代の若い褐炭申ぽ多く含

まれていることがわかってき讃したので全国的紀調査

研究が行なわれ凄したその結果比較的多く含凄れてい

るとわかった山形県の最上炭閏では炭層の上盤際&下

盤際に濃集しており五〇,簿～五2軸｡邊一肌(互岬肌は金

体の100万分の五)を示す所もあ1)凄した｡しかし一

般的はいって褐炭申に2判｡岬瓜含まれているのが

普通のようですその存在状態については循環水に&は

たゲルマエウムが炭層に吸着されたのだろうという考え

が出されてい凄す｡

最近とくぽ注員される㌘等ンについても石炭申に含凄

れていることが飾られています米團てば含ウラン炭の

記載は珍しいこ&ではあ!)凄せんがわが園では遂～5

年前宮城県伊具郡の大内炭鉱で看庚申紀放射能強度の

強い部分が発屍されて以来ウランの存在が明らかに溶

リ現在漢でに新潟県新発蘭市赤谷炭鉱や酸鼻県瑞浪

市付近の炭層印の一部に台裏れていることが知られてい

讃す漢たその他の含ウラン地域の砂岩の串虹爽荏する

炭片にもウランの含蜜れていることが多く人形峠でも

2.3～3.3劣(U葛O蟄)という値が出てい護す､

石炭の申にウランがどういう形で入っているのかとい

うごとは目下研究中ですがその鉱物が大嘗い揚含㌶フ

ィン層などが主と匁リ非常ぽ微細の揚含は看炭の基質

に吸着慈れた形匁ので未だ的確虹は同定窓れてい漢せ

ん也しかし大内炭鉱の例をみても酸化ウラン終して

O.2%赤谷炭ではO.032～0.14%のものが発見されてい

ます.これらの成因については一次的に堆積の際水

中よリ吸着されたものかあるいは二次的に炭層形成後

循環水よりもたらされたものかまだ明確な結論は下さ

れていません､

このように石炭とそれにともなう有用鉱物についてそ

のあらましを述べまし淀が凄想宥炭の物理的性質その

他いるいる研究の面があり塞すとく紀最近のように

看炭の有効利用という面からみ凄すと石炭の水力採炭

や地下ガス化などには看炭の物理1化学的性質の研究が

大いに役立つものと考克られます古

いずれにせよ有炭がその価値をし峨うぶんに利用され

馴ζは本質を理解することが大切です､

次回は有炭カ麦どのよう愈環境で堆積したか漠た層と

して形成慈れる条件恋どについてふれてみ凄しふう炭

層の成因や炭田の形成を考えることは石炭資源を探す

のぽ箆要な等掛りと匁ゆ凄すから､

(ヱの稿は北海道工業試験揚柴岡遺夫氏1石炭綜合研究所

串柳靖夫民睦資源技術試験所木村英嬢1地質調査所青柳

信義1佐冷木索1河野道抱沓技官の談話お参考資料を元にし

て徳永淋編集し淀)(鍛謝玄燃料部菊炭課長)
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